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＜研究概要＞

　多発する集中豪雨によって、花崗岩を母材とする山地では表層崩壊による被害が著しく
増加しており、六甲山系においても同様な災害の発生が懸念されている。本研究では、
六甲山系における表層崩壊の特殊性を明らかにし、物理水文モデルによる表層崩壊予
測精度の向上を図った。六甲山の多くの流域では基岩地下水が表層水文過程に大きな
影響を及ぼしていることがわかり、基岩水文プロセスを組み込んだモデルにより予測精度
が向上した。基岩地下水の影響が小さな流域ついては、10 m格子間隔の土層厚計測で
は、検知できない崩壊危険箇所があることが示され、土層厚の高密度計測の重要性が明
らかとなった。

＜事後評価コメント＞

本 究 は 六甲山系内 異なる流域 おける水文観測 より 従来は捉えられ　 研 では、 山系内の異なる流域に る水文観測によ 、従来 られてい
なかった降雨の基岩への浸透による表層地下水への影響や、流出量の時間的変化への
影響についての貴重な観測データが得られている。これらの観測データの分析により新
たな表層崩壊発生モデルを提示しており、表層崩壊発生予測の精度向上が期待できるも
のである。
　今後は、崩壊発生予測の適中率を定量的に分析することや、一般的な表層崩壊の予
測手法では説明できない崩壊のメカニズムや発生形態を明確にすることにより実用化を
進めて頂きたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：研究目的は達成され、十分な研究成果があった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：一定の研究成果があった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ：研究成果があったとは言い難い
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